
灘
五
郷
は
清
酒
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
同
時
に
そ
の
酒
粕
を
利
用

し
て
製
造
さ
れ
る
奈
良
波
の
生

産
量
も
全
国
の
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
る
。
し
か
し
潰
粕
は
従
来

下
水
道
へ
排
出
す
る
か
、
山
中

へ
廃
棄
す
る
し
か
な
く
、
処
理

量
が
増
え
る
に
つ
れ
て
各
メ
ー

カ
ー
と
も
潰
粕
の
廃
棄
処
理
に

困
っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
実
用
化
は
公
害
防
止

増
量
剤
と
し
て
再
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
、
カ
ス
処

理
に
悩
む
漬
物
業
界
で
も
注
ｎ

さ
れ
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
産
業
は
そ

の
全
生
産
量
の
“
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
が
輸
出
さ
れ
、
国
内
消
費

の
ほ
ぼ
知
パ
ー
セ
ン
ト
が
輸
入

品
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
が

五
、
六
年
前
ま
で
は
諸
々
の
理

由
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
の
多

く
は
日
本
市
場
に
大
し
て
興
味

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
日
本
に
つ
い
て
の
正
確
左
情

☆
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
事
館

開
設
さ
る

三
月
七
日
午
後
五
時
か
ら
一
・
一

宮
ビ
ル
北
館
、
階
に
て
同
ビ
ル

７
階
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
阪
神

戸
領
事
館
商
務
部
開
設
記
念
パ

ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

開設されたスウェーデン領事館内部

報
の
入
手
お
よ
び
Ⅱ
本
経
済
の

成
長
に
よ
っ
て
今
Ｈ
で
は
最
も

有
望
な
貿
易
の
相
手
国
と
な

り
、
今
度
開
催
さ
れ
た
髄
蜘
館

も
名
古
屋
以
西
に
お
け
る
Ⅱ
本

と
ス
ウ
ェ
ー
．
デ
ン
の
貿
劫
を
そ

の
主
業
務
と
し
て
い
る
。

田
中
一
郎
副
領
僻
は
、
開
設

に
際
し
て
、
「
貿
易
を
皿
じ
て

神
戸
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
友

好
を
一
層
深
め
た
い
。
ま
た
、

港
都
ゴ
ー
セ
ン
バ
ー
ク
の
商
工

会
議
所
と
神
戸
の
そ
れ
と
の
親

睦
を
は
か
り
、
立
体
的
な
方
法

で
貿
易
を
促
進
し
た
い
」
と
椛

想
を
色
々
と
語
っ
て
い
た
。

☆
漬
物
粕
処
理
シ
ス
テ
ム
が

実
用
化

高
嶋
酒
類
食
品
（
本
社
神
戸

市
、
高
嶋
平
介
社
便
）
と
大
栄

梢
工
（
本
社
大
阪
市
、
小
林
幸

史
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
神
戸
製

鋼
所
の
技
術
援
助
を
得
て
漬
物

カ
ス
の
処
理
シ
ス
テ
ム
と
実
用

化
に
成
功
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
単
に
こ
れ

ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
奈
良
漬

の
つ
け
か
す
を
脱
塩
、
乾
燥
し

て
高
タ
ン
パ
ク
の
家
畜
用
飼
料

１
４２

１

と
家
畜
用
飼
料
増
量
剤
へ
の
再

利
用
の
一
石
二
鳥
に
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

☆
川
崎
製
鉄
の
西
山
記
念
館
が

四
月
中
旬
オ
ー
プ
ン

川
崎
製
鉄
が
本
社
神
戸
市
葺

合
区
北
本
町
通
東
隣
に
建
設
を

進
め
て
い
る
「
西
山
記
念
館
」

が
四
月
中
旬
完
成
す
る
。

こ
の
記
念
館
は
同
社
前
社
長

西
山
弥
太
郎
氏
を
し
の
ん
で
計

画
さ
れ
た
も
の
で
、
地
下
二

階
、
地
上
四
階
建
て
。

一
階
は
西
山
記
念
室
で
、

二
、
三
階
は
吹
き
抜
け
で
千
人

以
上
収
容
で
き
る
大
ホ
ー
ル
・

四
階
に
は
小
ホ
ー
ル
の
ほ
か
談

話
室
や
同
社
の
Ｏ
Ｂ
室
、
軽
食

堂
な
ど
が
あ
り
、
地
階
は
中
ホ

ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
各
設
備
は
申
し
出
が
あ
れ
ば

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

涜物粕処理システム

☆ＫＯＢＥオフィスレディ☆

川本優子さん（生田区）
ガデリウス株式会桃広告宣伝部

｜昨年1 1 月から勤務。仕駆の内容はガデリウスの会・
牡案内や取扱い各種践械の型録の管理やらコマゴマｉ
Ｉとした雑用（? ）一般。旅行と野球が好きで､ 特に１
１野球は商校時代に野球部のマネージャーをやったほｉ
ｌど好きだという。プロ野球では巨人と阪神が好き。ｉ
｜巨人・阪神戦のときは、巨人を応援するとか。目下１
１英文タイプの勉強中。只今2 1 歳。大いに頑張っておＩ
i り蓑す。（神戸市立葺合高校卒鑓！
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4３

こんにちは赤ちゃん

竹馬康一郎〈ん／芦屋市翠ヶ丘町

完全看護☆冷暖房完備★病院前駐車可能

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町｜番' 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
盃芦屋（0 7 9 7 ）３１－' 2 3 4 代表

歯幼児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前 1 0 時

金曜日午後２時

( 木曜日は休診）

そごう前センター街東角・さんちか入口
住友銀行三宮ビル６階
〒 6 5 0 生田区加納町５丁目３９

TＥＬ（0 7 8 )３３１－６３０２～３
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純白無二垢

岸イッ蒙子鰍､ 娩g 加Ｓ
｡ ､ 一八一ｒ△

本店三宮生田神社前T E L ( 3 3 1 ) 1 6 9 4
三宮店三宮大丸前T E L ( 3 3 1 ) 2 1 0 Ｉ
さんちか店三宮地下街スウイーツタウン内T E L ( 3 9 1 ) 3 5 3 9
貿易ｾﾝﾀｰピﾙ店三宮貿易ｾﾝﾀｰピﾙ地下Ｉ階TEL(251)0139

ＭＡＫＥＵＰＷｌＴＨＲＯＹＡＬ

5 0 年の
伝統と信用

を誇る
75年
サングラス・ファッショングラス
続々入荷中／

掌

蝋鱗
白陛日哲

くつ矛申戸眼鏡院
元町店・元町３丁目公( 3 2 1 ) 1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン恋( 3 9 1 ) 1 8 7 4 ～５
元町店は毎水曜日がお休みです
三宮店は第２、第３水畷日がお休みです
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春らんまん…

神戸っ子, 編集部が
コーディネイト

した
4５ ＫＯＢＥガイド

<1 1コース〉
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阪
急
三
宮
駅
か
ら
山
陽
電
車
で
須
磨
浦
公
園
駅
へ
わ
ず
か
二
○

分
。
四
月
と
も
た
れ
ば
公
園
一
面
に
桜
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
花
見

客
や
ハ
イ
カ
ー
で
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
。
こ
の
公
園
か
ら

鉢
伏
山
の
頂
上
ま
で
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
走
っ
て
お
り
、
十
分
足

ら
ず
で
頂
上
に
つ
け
る
。
が
、
天
気
の
よ
い
日
な
ら
頂
上
ま
で
の

階
段
を
歩
い
て
登
っ
て
み
た
い
も
の
。
公
園
か
ら
山
頂
ま
で
は
ず

っ
と
整
備
さ
れ
た
階
段
が
つ
づ
い
て
お
り
、
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
も

如
分
も
あ
れ
ば
十
分
だ
。
一
歩
一
歩
階
段
を
登
る
た
び
に
松
の
木

々
の
間
か
ら
素
晴
し
い
眺
望
が
背
後
に
開
け
て
く
る
。
紀
伊
半
島

か
ら
淡
路
島
、
家
島
な
ど
が
眼
下
に
手
に
と
る
よ
う
に
望
め
、
瀬

戸
内
海
の
海
原
の
素
晴
し
い
広
が
り
と
量
感
に
圧
倒
さ
れ
ず
に
は

お
れ
な
い
。
神
戸
で
は
随
一
の
眺
望
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
Ⅱ

本
中
を
さ
が
し
て
も
こ
れ
だ
け
の
眺
め
は
他
に
は
な
い
と
い
っ
て

も
よ
い
。
鉢
伏
山
の
頂
上
に
は
回
転
展
望
台
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

北
の
肱
振
山
ま
で
は
リ
フ
ト
も
あ
る
が
、
巧
分
ほ
ど
の
距
離
な
の

蕊；

⑧
桜
咲
く
山
と
海
を
歩
き
た
い
若
人
に

阪
急
三
富
ｌ
須
購
浦
公
園
駅
１
鉢
伏
山
山
頂
ｌ

鵬
振
山
ｌ
山
陽
塩
屋
駅
ｌ
須
膳
浦
公
園
駅
ｌ
須
購
水
族
館

爵面識Ｐ

☆
ス
ポ
ー
テ
ィ
コ
ー
ス

西
神
戸
の
海
と
山

＃

へ
出
る
。
こ
の
塩
屋
の
裏
手
の

山
に
登
れ
ば
そ
こ
が
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
で
、
外
国
人
の
住
宅
が
立
ち

な
ら
ん
で
お
り
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
が
味
わ
え
る
。
帰
り

に
は
国
鉄
塩
屋
駅
の
西
四
百
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
レ

ｌ
４Ｇ

ス
ト
ラ
ン
「
シ
ー
サ
イ
ド
ク
ラ
ブ
・
パ
レ
ス
塩

屋
」
で
食
事
を
す
れ
ば
ゆ
っ
た
り
と
南
欧
の
雰
囲

気
に
ひ
た
る
こ
と
も
で
き
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
須

麺
磨
浦
公
園
か
ら
海
へ
出
て
海
岸
沿
い
に
水
族
館
ま

謡
で
歩
け
ば
た
っ
ぷ
り
と
潮
風
の
香
り
が
楽
し
め

楯
る
。
一
泊
す
る
の
な
ら
こ
の
辺
り
で
は
須
磨
浦
公

認
閣
内
の
須
磨
観
光
ハ
ウ
ス
、
国
民
宿
舎
「
須
磨

碓
荘
」
が
値
段
も
安
く
て
快
適
だ
。
こ
の
コ
ー
ス
は

嘩
半
日
で
海
と
山
が
同
時
に
楽
し
め
る
い
か
に
も
神

春
戸
ら
し
い
コ
ー
ス
。
若
い
人
た
ち
や
家
族
づ
れ
の

ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
最
適
で
あ
る
。

で
ぜ
ひ
歩
き
た
い
。
旗
振
山
か

ら
束
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

た
ど
れ
ば
右
手
に
海
と
市
街
地

を
な
が
め
な
が
ら
三
○
分
で
高

倉
台
団
地
に
着
く
。
こ
の
団
地

を
南
に
下
れ
ば
晦
分
で
庭
園
の

き
れ
い
な
須
磨
離
宮
公
園
へ
。

さ
ら
に
蛎
分
で
山
陽
電
鉄
の
月

兄
山
へ
と
た
ど
り
着
く
。

先
ほ
ど
の
族
振
山
を
西
へ
降

り
れ
ば
山
道
を
約
釦
分
で
塩
屋

驚織

夏は海水浴でにぎわう須磨の浜
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玉

新
神
戸
駅
を
降
り
て
東
へ
十
数
分
、
市
立

南
蛮
美
術
館
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ

ャ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
影
響
を
受
け
て
、
本
人
が

作
り
出
し
た
洋
風
の
美
術
品
四
千
五
百
点
を

所
蔵
し
て
い
る
。
と
く
に
「
織
田
信
長
像
」

や
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
、
「
南

蛮
扉
風
」
な
ど
は
重
要
な
も
の
で
当
館
の
自

慢
。
こ
れ
ら
は
春
と
秋
の
「
南
蛮
紅
毛
美
術

展
」
で
公
開
さ
れ
る
が
他
の
期
間
に
も
種
々

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
古
め
か
し
い

洋
風
の
建
物
も
ま
た
い
い
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
国
際
都
市
神
戸
な
ら
で

は
の
異
国
情
緒
の
味
わ
え
る
と
こ
ろ
を
回
ろ

う
と
い
う
の
が
主
眼
。
外
人
も
多
く
住
む
神

戸
だ
が
、
年
と
と
も
に
町
に
残
る
エ
キ
ゾ
チ

シ
ズ
ム
が
失
な
わ
れ
て
い
く
の
は
淋
し
い
。

明
治
期
に
は
三
百
余
り
の
洋
館
が
ひ
し
め
い

て
い
た
居
留
地
か
ら
北
野
町
に
か
け
て
も
、

現
在
残
っ
て
い
る
異
人
館
は
わ
ず
か
数
え
る

ば
か
り
。
そ
れ
で
も
北
野
町
か
ら
山
本
通
あ

た
り
に
は
、
坂
の
風
情
、
れ
ん
が
塀
、
緑
に

塗
ら
れ
た
ガ
レ
ー
ジ
戸
な
ど
、
昔
の
面
影
を

伝
え
る
も
の
が
あ
る
。
細
い
露
路
、
草
生
え

の
階
段
、
裏
通
り
へ
回
っ
て
み
る
と
い
い
。

サ
リ
ー
の
女
性
や
金
髪
の
少
年
と
出
会
っ
た

り
す
る
。
欧
文
の
プ
レ
ー
ト
が
門
柱
に
か
か

る
家
が
並
ん
で
い
た
り
す
る
。

☆
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス

異
国
情
趣
は
旅
心

１
４７
１

幸
こ
の
あ
た
り
、
教
会
も
多
い
。
ま
た
ず

グド
つ
と
西
、
県
庁
の
方
へ
い
っ
て
レ
ン
ガ
造

ン毒
り
の
大
き
な
栄
光
教
会
、
聖
堂
の
ス
テ
ン

》
ド
グ
ラ
ス
が
美
し
い
下
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク

滝
教
会
な
ど
訪
れ
て
み
て
は
？

”
神
戸
に
は
お
い
し
い
中
華
料
理
の
店
が

トカ
た
く
さ
ん
あ
る
。
上
海
、
北
京
、
広
東
、

賑
台
湾
な
ど
さ
ま
ざ
ま
、
束
天
閣
の
よ
う
に

高
級
な
店
か
ら
大
衆
的
な
店
ま
で
。
そ
の

大
衆
的
な
方
で
お
い
し
い
店
。
元
町
駅
山

ス
側
の
群
愛
飯
店
、
新
愛
園
…
…
。
こ
の
あ

当
た
り
と
元
町
１
丁
目
の
浜
側
、
南
京
町
に

毒
は
中
国
の
食
料
品
や
美
術
品
の
店
が
集
ま

グン
っ
て
い
る
。
世
界
の
料
理
で
は
ギ
リ
シ
ャ

キ

料
理
の
ギ
リ
シ
ャ
ビ
レ
ッ
ジ
、
ロ
シ
ア
料

理
の
バ
ラ
ラ
イ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
料
理
の
カ

ル
メ
ン
、
イ
タ
リ
ア
料
理
の
ド
ン
ナ
ロ
イ

ア
な
ど
、
外
人
経
営
の
店
も
多
い
。
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
の
キ
ン
グ
ス
ア
ー
ム
ス
、
テ

キ
サ
ス
タ
バ
ー
ン
も
居
酒
屋
と
い
っ
た
感

じ
の
店
で
、
食
事
を
し
、
語
ら
い
な
が
ら

侭
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
夜
の
更
け
る
の
を

罰
忘
れ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
第
四
突
堤
の

ヒォ
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
行
っ
て
、
フ
ィ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ポ
ー
ト
で
、
港
に
停
舶
す

る
外
国
船
の
灯
り
を
眺
め
な
が
ら
食
事
を

す
る
の
も
こ
れ
ま
た
結
構
。
思
い
は
は
る

か
海
の
か
な
た
へ
。

色
異
人
館
も
昔
の
夢
で
は
な
い
の
で
す

南
蛮
美
術
鯖
ｌ
北
野
町
ｌ
山
本
通
ｌ
南
京
町
ｌ
フ
ラ
ワ

‐
回
‐
ド
ー
ポ
‐
ト
ク
‐
ミ
ナ
ル
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繍
塞

ク
ロ
ス
、
エ
ス
タ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
マ
キ
シ

ン
．
．
…
．
。
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
シ
ィ
」

に
は
薬
品
、
台
所
用
品
、
食
品
ｅ
ｔ
ｃ
、
外

国
の
も
の
が
揃
っ
て
い
て
客
も
外
人
が
多

い
。
生
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ス
モ
ー
ク
サ

ー
モ
ン
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
が

あ
る
「
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
」
、
こ
こ
の
奥
の

カ
ウ
ン
タ
ー
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
て
、

軽
く
腹
ご
し
ら
え
す
る
の
も
い
い
。
す
ぐ
上

の
「
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ベ
ー
カ
リ
ー
」
、
食
パ

ン
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
昔
な
つ
か
し
サ
ン
ラ

物
な
ら
コ
コ
、
お
昼
は
あ
の
店
の

ソ
ラ
で
暗
じ
る
よ
う
に
い
つ
も
好

ん
で
立
ち
寄
る
店
が
あ
る
。
神
戸

は
明
治
開
港
以
来
の
港
町
だ
か

ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
洋
菓
子
、

洋
家
具
な
ど
の
い
い
店
が
多
い
。

神
戸
ら
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・

ス
ト
リ
ー
ト
な
ら
、
ま
ず
ト
ア
ロ

ー
ド
。
ど
れ
も
個
性
の
あ
る
古
く

か
ら
の
専
門
店
が
軒
を
つ
ら
ね
て

い
る
。
舶
来
雑
貨
、
紳
士
服
、
ブ

テ
ィ
ッ
ク
、
古
美
術
、
宝
石
…
…

神
戸
の
ミ
セ
ス
の
お
し
ゃ
れ
は
定
評
が
あ
る
。
小
さ
な
子
供
の

手
を
引
い
た
ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
の
さ
わ
や
か
な
美
し
さ
、
仲
よ
く
買

物
す
る
母
娘
ら
し
い
二
人
づ
れ
の
、
ま
だ
ま
だ
若
々
し
い
母
親
。

い
い
も
の
を
さ
り
げ
な
く
装
う
セ
ン
ス
が
神
戸
の
街
に
は
受
け
つ

が
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
ん
な
お
し
ゃ
れ
上
手
な
人
た
ち
が
、
買

物
な
ら
コ
コ
、
お
昼
は
あ
の
店
の
お
す
し
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
、

☆
ハ
イ
カ
ラ
コ
ー
ス

ビ
ロ
ウ
ド
の
味

4８

セリーヌのおもて

並
ぶ
大
丸
前
か
ら
元
町
へ
。
ネ
ク
タ
イ
専
門
店
の
「
元
町
バ
ザ

ー
」
、
子
供
服
「
フ
ァ
ミ
リ
ア
」
の
ス
ヌ
ー
ピ
ー
は
お
み
や
げ
に

い
か
が
？
そ
し
て
舶
来
ブ
テ
ィ
ッ
ク
「
サ
ノ
ヘ
」
・
こ
れ
で
や

っ
と
２
丁
目
。
元
町
は
６
丁
目
ま
で
あ
る
。
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
「
青
辰
」
で
あ
な
ご
ず
し
を
食
べ
て
小
休
止
。
も

っ
と
も
お
昼
す
ぎ
で
な
い
と
す
ぐ
売
り
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
風
月
堂
」
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
元
ブ
ラ
を
す
る
時
に
は
欠
か

せ
な
い
。
詩
人
の
竹
中
郁
さ
ん
い
わ
く
「
ビ
ロ
ウ
ド
の
味
」
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
飽
い
た
ら
相
楽
園
ま
で
車
で
。
兵
庫
県
庁
の

す
ぐ
北
に
あ
る
Ｈ
本
庭
園
で
、
一
角
に
は
異
人
館
の
旧
ハ
ッ
サ
ム

邸
（
重
要
文
化
財
）
が
古
き
よ
き
神
戸
を
し
の
ば
せ
る
。
つ
つ
じ

巴
が
古
き
よ
き
神
戸
を
し
の
ば
せ
る
。
つ
つ
じ

や
秋
の
菊
の
季
節
も
よ
い
。

束
へ
行
っ
て
山
本
通
の
「
に
し
む
ら
伽
俳

幅
北
野
店
」
、
全
国
で
も
珍
し
い
会
員
制
の
．

天
－
ヒ
ー
店
、
ぐ
っ
と
豪
華
な
気
分
が
味
わ
え

華
る
。
食
事
は
北
野
町
の
高
台
に
あ
る
「
北
野

山ら
ク
ラ
ブ
」
か
「
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
」
で
。
夜

か癖
景
が
み
ご
と
、
ム
ー
ド
も
最
一
局
だ
か
ら
神
一
戸

半
の
夜
に
ふ
さ
わ
し
い
夜
を
過
ご
せ
る
に
違
い

宛
な
い
。

卜

灘
》

驚
一

鍵
識
鐸

》
鐸
》

《
蕊
鴇

一
鋳
寧
露

雫
議
繁灘

イ
ス
や
ア
ン
フ
ラ
イ
、
ク
リ
ー
ム
パ
ン
な
ど
が

ほ
ん
と
に
お
い
し
い
。
パ
リ
か
ら
「
セ
リ
ー
ヌ
」

「
ト
ア
ロ
ー
ド
ク
レ
ー
ジ
ユ
」
…
…
。

ト
ア
ロ
ー
ド
を
往
復
し
た
ら
、
欧
風
家
具
の

「
永
田
良
介
商
店
」
、
靴
の
ヨ
シ
オ
カ
」
、

「
神
戸
シ
ャ
ツ
」
、
「
セ
リ
ザ
ワ
」
な
ど
の
店
が

北野クラブのディナー

④
ア
ダ
ル
ト
な
大
人
の
カ
ッ
プ
ル
に
お
す
す
め
し
ま
す

ト
ア
ロ
ー
ド
ー
大
丸
前
・
元
町
Ｉ
相
楽
園
ｌ
北
野
町
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●
二
人
で
ノ
ッ
テ
ノ
ボ
ロ
ウ
六
甲
山

県
庁
ｌ
修
法
ケ
原
ｌ
森
林
植
物
園
’
六
願
山
牧
場
ｌ
記

念
碑
台
ｌ
高
山
植
物
園
ｌ
ケ
ー
ブ
ル
六
甲
山
上
駅
ｌ
芦
屋

ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
を
欧
風

ム
ー
ド
の
た
だ
よ
う
牧
歌

的
な
六
甲
山
牧
場
へ
向
け

る
。
こ
こ
で
都
会
で
は
味

わ
え
な
い
新
鮮
な
ミ
ル
ク

を
飲
ん
で
一
休
み
。

一
息
つ
い
て
、
山
上
道

路
を
六
甲
山
開
祖
グ
ル
ー

ム
の
顕
彰
碑
が
あ
る
記
念

碑
台
へ
向
う
が
、
途
中
、

三
国
池
へ
の
細
道
や
、
表

六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
と

春
の
つ
つ
じ
、
初
夏
の
あ
じ
さ
い
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
、
秋
の
紅

葉
、
冬
の
ス
キ
ー
と
四
季
そ
れ
ぞ
れ
を
、
ま
た
神
戸
市
街
か
ら
大

阪
湾
沿
岸
に
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
左
光
の
洪
水
〃
千
万
ド
ル

の
夜
景
″
を
、
神
戸
っ
子
た
ち
は
気
軽
に
六
甲
山
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
む
。ま

ず
は
、
兵
庫
県
庁
の
山
手
、
諏
訪
山
の
ビ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ
ジ

の
下
を
く
ぐ
っ
て
登
る
再
度
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
れ
ば
、
和
気
清
麿
が
創
建
し
た
大
竜
寺
を
経
て
再
度
公
園
に
着

く
。
こ
こ
に
は
シ
ー
ズ
ン
中
ポ
ー
ト
遊
び
の
で
き
る
修
法
ヶ
原
、

さ
ら
に
奥
再
度
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
に
入
っ
て
銘
力
国
二
千
三
百
柱

の
墓
碑
が
整
然
と
芝
生
と
花
園
に
包
ま
れ
た
外
人
墓
地
、
教
育
植

物
園
、
森
林
植
物
園
と
続
く
。
五
シ
辻
に
出
て
そ
こ
か
ら
西
六
甲

☆
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス

六
甲
山
を
走
る

’
4９

接
す
る
地
点
丁
字
が
辻
、
六
甲
山
ホ
テ
ル
を
通
る
。
記
念
碑

台
か
ら
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
の
六
甲
山
上
駅
方
向
へ
走
る
道
が
サ

ン
セ
ッ
ト
ド
ラ
イ
プ
ウ
エ
イ
、
も
う
一
方
が
サ
ン
ラ
イ
ズ
ド

ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
。
こ
の
二
つ
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
に
囲
ま
れ

イ
た
と
こ
ろ
に
、
秘
境
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
植
物
を
は
じ
め
高
山
の
美

エヵ
し
い
草
花
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
吉
向
山
植
物
園
、
明
治
調
年
に

計
開
か
れ
た
日
本
最
初
の
ゴ
ル
フ
場
、
六
甲
ゴ
ル
フ
場
が
あ

野
る
。
こ
の
付
近
と
、
そ
の
束
の
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ゥ
ス
や
回
転
展

率
望
閣
が
一
般
に
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
〃
六
甲
山
″
で
あ
る
。

征
こ
の
最
高
峰
か
ら
芦
有
ド
ラ
イ
プ
ウ
エ
イ
に
入
っ
て
奥
池
を

露
通
っ
て
芦
屋
の
街
へ
お
り
て
く
る
。

に緑
ど
こ
か
ら
で
も
登
れ
る
六
甲
山
、
ド
ラ
イ
プ
ウ
エ
イ
と
い

え
ど
も
休
日
に
は
ハ
イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ
う
。
ま
た
眼
前
に
せ

ま
る
神
戸
の
街
並
み
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
く
れ
ぐ
れ
も
わ
き
見

運
転
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

六甲山牧場

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



露

三
宮
駅
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
ま
っ
す
ぐ
南
へ
加
分
ほ
ど
歩

く
と
右
手
に
束
遊
園
地
、
左
手
に
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
み
え

て
く
る
。
す
ぐ
南
の
交
叉
点
を
渡
る
と
古
い
建
物
の
神
戸
税
関
ピ

ル
が
あ
る
。
こ
の
ビ
ル
の
左
手
の
道
を
た
ど
っ
て
い
く
と
も
う
潮

風
の
香
り
が
た
だ
よ
っ
て
き
て
、
、
分
ほ
ど
で
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
赤
い
神
戸
大
橋
が
み
え
て
く
る
。
こ
こ
は
春
と
秋
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
に
は
色
と
り
ど
り
の
外
国
豪
華
客
船
が
着
岸
し
、
観
光
客

で
ご
っ
た
が
え
す
神
戸
の
名
所
。
こ
こ
か
ら
の
ん
び
り
と
神
戸
港

を
行
き
来
す
る
数
々
の
船
を
な
が
め
る
の
は
実
に
楽
し
い
。
す
ぐ

近
く
に
み
え
る
の
が
完
成
ま
じ
か
の
人
工
島
「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
」
。
甲
子
園
の
詑
倍
も
の
ひ
ろ
さ
が
あ
り
、
コ
ン
テ
ナ
船
が
次

々
と
出
入
り
す
る
。
隣
の
赤
い
神
戸
大
橋
を
渡
っ
て
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
か
ら
な
が
め
る
神
戸
の
町
と
六
叩
山
の
な
が
め
は
い
か
に

も
神
戸
ら
し
い
活
気
あ
ふ
れ
た
も
の
。
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
中

の
「
フ
ィ
シ
ャ
マ
ン
ズ
・
ポ
ー
ト
」
で
食
事
や
お
茶
を
飲
み
な
が

顕

☆
潮
風
コ
ー
ス

船
と
港
と
潮
風
を

ランチが行き交い活気のあるメリケン波止場

蝿
④
船
キ
チ
ヘ
お
す
す
め
の
コ
ー
ス

三
富
駅
ｌ
ポ
‐
ト
ク
‐
ミ
ナ
ル
ー
神
一
原
大
橋
ｌ
ポ
‐
ト
ア

ィ
ラ
ン
ド
ー
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
ｌ
中
突
堤
ｌ
三
富
駅

ら
船
を
な
が
め
る
の
も
い
い
思
い
出
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
倉
庫
群

を
な
が
め
た
が
ら
海
岸
通
り
を
西
へ
歩
く
と
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
を

経
て
中
突
堤
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
別
府
航
路
や
沖
縄
へ
向
う
内
航

船
が
忙
し
く
発
着
し
、
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
は
ま
た
違
っ
た
雰

囲
気
が
楽
し
め
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
港
め
ぐ

り
の
観
光
船
に
乗
り
、
潮
の
香
り
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
な
が
ら
神

戸
の
港
を
海
か
ら
な
が
め
て
み
た
い
も
の
。
夏
の
夜
に
は
納
涼
船

も
出
る
か
ら
楽
し
い
。
こ
の
中
突
堤
に
は
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
、
ポ

ー
ト
タ
ワ
ー
が
天
高
く
そ
び
え
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
上
に
の
ぼ
っ
て

み
た
い
。
展
望
台
か
ら
は
西
は
須
磨
か
ら
束
は
芦
屋
ま
で
一
望
の

も
と
に
見
渡
せ
、
眼
下
の
町
並
み
が
手
に
と
る
よ
う
に
望
め
る
。

こ
の
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
の
中
に
は
博
物
館
も
あ
り
、
世
界
の
港
や
神

戸
港
の
歴
史
が
楽
し
く
学
べ
る
の
で
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
た
い

も
の
。
時
間
が
あ
れ
ば
ま
や
埠
頭
ま
で
足
を
の
ば
す
の
も
い
い
が

交
通
の
便
が
悪
い
の
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
い
。

ポートターミナルから左手に神戸大橋を望曲

今日も豪華客船が着き市内観光のバスがでる
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５１

旅の…可至り……
春霞みの瀬戸内の眺望もよし松の緑に
おりなす桜の風情もまた抜群の- －

須磨浦山－１ﾕヘ

春のおどり“花のラブ・ワールド”好評開演中
期間．
１１１３

４／１５までと
Ｍ公減①１１：

４／２０．４／2 7 ～５／５
４０②１３：４０③１５：４０

■l 賓水パレスへのコーース・ロー- プゥェィー・カー‐し・・ターー・側
，低展蜘別・観光リーフ;、、しI .‘６１２遊間シ1 1パ水パレスへ

■ロープウェイ・1 7 時2 5 分まで運転
(Ｈ・祝' 9 1 と４月１５円まで･は１時間延腿します）

山陽電車驚甫鰯噸

瀬戸のＮｏＶＥ…CRA証
ノベリテイとクラフト展

●とき４月1 9 日( 土) ～2 7 日（日）
ＡＭ１０：００～ＰＭ５：３０

●ところイクシマヤ２Ｆギャラリー

鐘鍵瀞，
花器・壁飾り・食卓用品ｅｔｃ
動物園から、童話の世界から
X 型好を象らしだ１５０点の新ｲ 乍
〕やきき巳の作品。

主催瀬戸クラフト協会・イクシマヤ
後援瀬戸市

陶巽品・創作バッグ

イ ワュマヤ
元町｜番街浜側冠３３１－２４１５
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イ
で
の
六
甲
越

え
を
ぜ
ひ
お
す

す
め
し
た
い
。

「
お
医
者
さ

句
ま
で
も
有
馬
の

》
湯
で
も
」
と
昔

潅
か
ら
い
わ
れ
た

封
有
馬
の
魅
力
は

舞
や
は
り
何
種
類

麺
も
の
豊
富
な
温

庫
泉
で
、
「
恋
の

３》
病
」
以
外
は
何

唾
で
も
治
る
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
温

泉
の
効
果
は
高

い
。有

馬
二
十
坊

春
の
有
馬
は
桜
と
温
泉
ま
つ
り
で
は
じ
ま
る
。
京
阪
神
の
奥
座

敷
と
い
わ
れ
る
有
馬
は
ど
こ
か
ら
行
く
に
も
す
こ
ぶ
る
交
通
の
便

が
よ
い
。
三
宮
か
ら
有
馬
へ
は
三
つ
の
方
法
が
あ
る
。

ま
ず
定
期
パ
ス
か
タ
ク
シ
ー
で
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
通
っ

て
い
く
と
如
分
Ｉ
卵
分
。
電
車
だ
と
阪
急
ま
た
は
阪
神
で
新
開
地

ま
で
行
き
、
神
戸
電
鉄
に
乗
り
換
え
終
点
の
有
馬
ま
で
約
一
時

間
。
次
は
阪
急
六
甲
か
ら
土
橋
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
土
橋
か
ら
日

本
一
長
い
ケ
ー
ブ
ル
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ィ
で
六
甲
山
を
越
え
て
有
馬

へ
。
天
気
の
よ
い
日
な
ら
素
晴
し
い
眺
望
が
楽
し
め
る
の
で
時
間

に
余
裕
の
あ
る
人
に
は
行
き
か
帰
り
か
一
方
に
こ
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ

5２

☆
湯
け
む
り
コ
ー
ス

情
緒
い
っ
ぱ
い

有
馬
の
湯

識
認
識
識

蕊
、
頓

・
癖
．
鱗

ｊｂ

情緒をそそる芸妓さんたち

の
伝
統
に
生
き
る
ス
マ
ー
ト
な
ホ
テ
ル
や
粋
を
旅
館
は
六
甲
・
愛

情
山
の
眺
望
、
渓
流
の
美
し
さ
を
巧
み
に
と
り
入
れ
、
加
え
て
食

卓
を
飾
る
山
の
幸
、
海
の
幸
の
味
覚
は
ま
た
格
別
。
ど
こ
に
泊
っ

て
も
心
か
ら
く
つ
ろ
ぎ
と
や
す
ら
ぎ
を
お
ぼ
え
る
の
は
有
馬
な
ら

で
は
だ
。
神
戸
で
の
宿
泊
の
一
日
は
ぜ
ひ
有
馬
に
し
た
い
も
の
。

さ
て
、
日
本
最
古
の
有
馬
温
泉
の
名
所
と
い
え
ば
ま
ず
、
日
ぐ

ら
し
の
庭
と
も
よ
ば
れ
、
紅
紫
の
美
し
さ
で
有
名
な
瑞
宝
寺
公

園
。
十
一
月
の
二
、
三
日
は
恒
例
の
大
茶
会
で
一
層
の
華
や
か
さ

を
増
す
。
次
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
近
く
の
鼓
ヶ
滝
。
つ
つ

じ
、
藤
、
山
桜
、
楓
、
松
な
ど
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
。
こ
の

す
ぐ
近
く
に
有
馬
養
鱒
場
の
マ
ス
池
も
あ
り
、
一
年
中
マ
ス
釣
り

が
楽
し
め
る
の
で
家
族
連
れ
に
好
適
。
他
に
は
温
泉
寺
、
善
福

寺
、
温
泉
神
社
、
林
渓
寺
、
稲
荷
神
社
な
ど
も
あ
る
の
で
散
策
に

よ
い
。
気
軽
に
一
風
呂
浴
び
て
く
つ
ろ
ぎ
た
い
時
は
有
馬
へ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
、
市
立
温
泉
会
館
左
ど
が
手
軽
で
い
い
。
わ
み
や
げ
に

は
炭
酸
せ
ん
べ
い
や
松
茸
こ
ん
ぶ
な
ど
が
あ
る
が
、
伝
統
の
技
術

を
生
か
し
た
有
馬
筆
や
竹
細
工
な
ど
も
き
が
き
い
て
い
い
。

⑳
温
泉
の
好
き
な
あ
な
た
に
ｌ

三
富
ド
有
馬
ｌ
瑞
案
寺
ｌ
鼓
ヶ
滝
ｌ
有
購
（
泊
）

六
甲
有
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
ー
ヶ
ー
プ
ル
ー
土
橋
裟
阪
急
六

甲
ｌ
三
宮
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策
地
帯
に
変
わ
り
は
な

い
Ｏ西

の
方
へ
足
を
向
け
る

｝
と
、
「
神
戸
港
は
雨
で
あ

一
奉
る
…
・
・
・
」
で
始
ま
る
芥
川

冠
賞
第
一
回
受
賞
作
品
、
石

』
川
達
三
の
「
若
醒
」
の
難

ノ加
台
で
あ
る
移
民
斡
旋
所
に

種
た
ど
り
つ
く
。
昭
和
３
年

日
に
開
設
さ
れ
た
こ
の
倒
立

海
外
移
民
収
容
所
は
、
移

民
斡
旋
所
、
移
民
セ
ン
タ

ー
と
名
前
は
変
わ
り
、
昭

☆
文
学
コ
ー
ス

居留地時代の面影を残すノザワの建物

新
幹
線
の
新
神
戸
駅
に
着
く
と
、
そ
の
す
ぐ
裏
に
平
安
の
昔
か

ら
歌
枕
と
し
て
も
有
名
な
布
引
の
滝
が
あ
る
。
近
代
文
学
に
お
い

て
は
、
布
引
の
滝
と
い
え
ば
窪
田
空
穂
の
歌
、
ま
た
日
本
を
愛
し

終
生
日
本
の
風
俗
研
究
に
没
頭
し
た
モ
ラ
エ
ス
（
胸
像
が
市
役
所

南
の
東
遊
地
に
た
っ
て
い
る
）
の
著
「
日
本
夜
話
」
に
も
み
ら
れ

る
。
布
引
の
滝
か
ら
旧
生
田
川
を
加
納
町
三
丁
目
に
お
り
て
ゆ
く

と
角
に
川
本
の
パ
ー
の
草
分
け
翰
林
院
酒
騨
ア
カ
デ
ミ
ー
が
あ

る
。
戦
前
は
上
筒
井
の
旧
関
西
学
院
の
近
く
に
あ
っ
た
も
の
で
、

谷
崎
澗
一
郎
、
佐
藤
春
夫
ら
が
通
っ
て
い
た
。
少
し
山
の
手
の
方

へ
足
を
向
け
る
と
、
北
野
町
異
人
館
一
帯
に
入
る
。
堀
辰
雄
の

「
旅
の
絵
」
（
昭
和
七
年
）
に
当
時
の
北
野
町
風
景
が
、
丸
岡
明

の
「
堀
辰
雄
と
そ
の
作
品
」
（
昭
和
九
年
）
に
北
野
天
神
か
ら
の

眺
め
が
描
か
れ
、
ま
た
大
仏
次
郎
の
「
宗
方
姉
妹
」
も
こ
の
あ
た

り
が
舞
台
に
な
っ
た
。
今
な
お
北
野
町
付
近
は
、
詩
を
生
み
、
文

学
的
な
表
現
を
湧
出
さ
せ
て
く
れ
る
だ
け
の
雰
囲
気
を
も
っ
た
散

１
５３

文
学
者
の
語
る
道

和
如
年
、
移
民
船
サ
ン
ト

ス
丸
が
南
米
へ
旅
立
っ
た

の
を
最
後
に
閉
鎖
さ
れ

た
。
（
ち
な
み
に
、
第
一

回
芥
川
賞
を
争
っ
た
の

は
、
海
星
女
子
学
園
を
モ

デ
ル
に
し
た
と
い
わ
れ
る

衣
巻
省
三
の
一
，
黄
昏
学

校
」
で
あ
る
。
）
移
民
斡

旋
所
か
ら
西
へ
歩
を
移

し
、
諏
訪
山
の
展
望
台
に

の
ぼ
る
と
、
高
見
順
の

「
朝
の
波
紋
」
に
描
か
れ

た
海
港
展
望
そ
の
ま
ま
の
風
景
が
眼
前
に
ひ
ろ
が
る
。
諏
訪
山
公

園
バ
ス
停
か
ら
三
宮
へ
向
う
市
バ
ス
（
７
番
系
統
）
に
乗
る
と
、

バ
ス
は
ト
ア
・
ロ
ー
ド
を
走
る
。
今
は
車
も
多
い
ト
ア
・
ロ
ー

ド
、
停
滞
気
味
に
、
そ
れ
故
ゆ
っ
く
り
と
車
窓
か
ら
谷
崎
澗
一
郎

が
名
付
け
親
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
な
ど
ト
ア
・
ロ
ー

ド
の
店
雌
を
な
が
め
な
が
ら
三
宮
交
通
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
前
に
清

く
・海

の
方
へ
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
約
五
分
歩
く
と
神
戸
市
役
所
。

そ
の
浜
側
か
ら
西
側
一
帯
が
旧
居
留
地
で
あ
り
、
面
影
を
残
す
レ

ン
ガ
造
り
の
派
松
江
商
、
大
広
前
の
居
留
地
時
代
の
番
地
を
示
す

石
碑
、
株
式
会
社
ノ
ザ
ワ
の
建
物
な
ど
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
当
時

の
雰
囲
気
を
残
し
て
お
り
、
「
特
有
の
雰
朋
気
を
つ
く
っ
て
い

た
。
遠
い
国
々
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
な
ん
と

な
く
そ
の
雰
囲
気
に
浸
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
」
と
陳
舜
臣
氏
は

語
る
。

ｅ
詩
を
生
む
散
策
に

薪
神
一
戸
駅
ｌ
布
引
の
滝
ｌ
北
野
町
Ｉ
移
民
斡
旋
所
ｌ
諏

訪
山
ｌ
ト
ア
・
ロ
ー
ド
ー
居
留
地
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今星台から神戸市街表轄諒

そ
ぞ
ろ
歩
き
神
戸

国
鉄
新
神
戸
駅
。
新
生
田
川
沿
い
に
桜
が
満
開
の
季
節
。
神
戸

の
ロ
マ
ン
を
訪
れ
る
あ
左
た
を
ガ
イ
ド
し
よ
う
。

ま
ず
北
野
町
界
わ
い
。
新
神
戸
駅
の
前
の
車
道
を
西
へ
。
神
戸

中
央
市
民
病
院
前
か
ら
坂
を
登
る
。
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
。
ジ
ャ
パ

ン
、
北
野
ク
ラ
ブ
な
ど
シ
ャ
レ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
そ
こ
か

ら
す
ぐ
に
三
本
松
不
動
院
。
そ
の
前
の
不
動
坂
を
下
り
、
六
甲
荘

の
と
こ
ろ
で
西
へ
。
こ
の
通
り
に
面
し
て
山
側
に
唯
僑
総
会
、
浜

側
に
門
兆
鴻
邸
、
シ
ュ
ェ
ヶ
邸
と
異
人
館
が
続
く
。

や
が
て
ト
ア
ロ
ー
ド
。
す
ぐ
西
側
の
束
天
閣
は
異
人
館
を
中
岡

料
理
店
に
改
装
し
た
も
の
。
両
側
に
は
神
戸
な
ら
で
は
の
セ
ン
ス

の
い
い
店
が
ズ
ラ
リ
と
粁
を
つ
ら
ね
る
。
山
か
ら
海
へ
一
直
線
に

の
び
る
ト
ア
ロ
ー
ド
。
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の
姿
も
よ
く
見
か
け
る
。
レ

ス
ト
ラ
ン
、
高
級
紳
士
婦
人
服
飾
店
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
店
な
ど

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
な
が
ら
散
策
を
楽
し
む
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ

ー
ト
。
高
架
下
を
越
え
る
と
や
が
て
大
丸
。
す
ぐ
西
が
元
町
本
通

り
。
大
丸
か
ら
少
し
南
へ
歩
く
と
海
岸
通
り
へ
出
、
西
へ
。

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
。
ア
メ
リ
カ
波
止
場
が
誰
っ
た
の
だ
が
、
ラ

☆
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ス

’
5４

ポートタワー

ン
チ
が
繋
留
さ
れ
て
い
る
。
沖
に
は
外
国
船
の
姿
が
見
え
る
。
こ

こ
か
ら
史
に
西
の
中
突
堤
。
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
前
か
ら
神
戸
港
一
周

の
客
船
が
出
て
い
る
。
平
日
は
ｎ
時
か
ら
略
時
ま
で
の
一
時
間
お

き
、
休
日
は
釦
分
お
き
で
所
用
時
間
は
約
卵
分
。
港
巡
り
が
終
っ

た
ら
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
に
昇
る
。
全
長
一
○
八
米
。
入
場
料
三
百
円
。

三
階
に
は
港
湾
博
物
館
が
あ
る
。
展
望
室
三
階
は
回
転
式
喫
茶
室
。

眼
前
に
展
回
す
る
神
戸
の
山
と
港
を
眺
め
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
。

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
か
ら
神
戸
一
の
高
層
ビ
ル
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
ヘ
向
か
う
。
型
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ー
グ
で
食
事
を
し

な
が
ら
群
れ
行
く
港
を
眺
め
る
の
も
い
い
。
妬
階
は
展
望
同
廊

（
ス
カ
イ
ロ
ビ
ー
）
。
や
が
て
街
に
灯
が
つ
き
市
章
山
に
神
戸
市

の
マ
ー
ク
が
く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
頃
、
ク
ル
マ
で
六
甲
山
を
ド
ラ

イ
ブ
す
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
（
六
甲
山
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
は

⑲
頁
参
照
）

ま
た
、
中
突
堤
か
ら
北
へ
歩
く
と
元
町
本
通
り
を
枇
切
っ
て
諏

訪
山
へ
出
る
。
金
盤
台
か
ら
ビ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
。
そ
こ
か
ら
は

神
戸
の
市
街
地
と
港
が
一
望
で
き
る
。
諏
訪
山
あ
た
り
の
店
、
再

度
筋
の
ス
ナ
ッ
ク
＆
ブ
テ
ィ
ッ
ク
〃
ロ
テ
ィ
ー
〃
、
レ
ス
ト
ラ
ン

〃
カ
ル
バ
ド
ス
〃
、
諏
訪
山
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

〃
ザ
・
チ
ェ
ッ
ク
〃
は
い
か
に
も
神
戸
ら
し
い
雰
囲
気
の
店
だ
。

以
上
大
雑
把
な
ガ
イ
ド
だ
が
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
楽
し
み
は
そ
の

ま
ち
の
人
び
と
と
の
触
れ
合
い
や
風
物
と
接
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
ゆ
っ
く
り
と
神
戸
の
ま
ち
の
散
策
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

②
神
戸
の
ロ
マ
ン
を
も
と
め
る
あ
な
た
に

国
鉄
新
神
一
戸
駅
ｌ
北
野
町
界
わ
い
ｌ
ト
ァ
ロ
ー
ド
ー
噸
突

蕊
ｌ
ポ
ｉ
ト
タ
ワ
ー
（
神
戸
港
巡
り
）
ｌ
神
戸
商
工
貿
易
セ

ン
タ
‐
ピ
ル
ー
六
甲
山
ド
ラ
イ
ブ
ー
諏
訪
山

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



町部唖一一~ ~
1W.."

桜筋。今宵散るは紅の花

奥から手前へ店がズラリ

セ
ン
タ
ー
街
や
元
町
本
通
り
と
は
異
質
の
匂
い
が
高
架
下
商
店

街
に
は
あ
る
。
束
は
三
宮
の
繊
維
街
、
西
は
国
鉄
神
戸
駅
近
く
ま

で
の
約
二
キ
ロ
．
と
り
わ
け
国
鉄
元
町
駅
南
口
か
ら
始
ま
る
商
店

街
に
は
か
つ
て
の
闇
市
の
面
影
と
庶
民
の
匂
い
が
濃
厚
だ
。

あ
ん

東
南
ア
ジ
ア
の
下
級
船
員
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿
の
兄
ち
ゃ
ん
、
ジ

ー
ン
ズ
の
若
者
た
ち
が
行
き
交
う
。
隣
り
と
壁
一
つ
隔
て
て
い
る

だ
け
の
店
が
軒
を
つ
ら
ね
、
そ
こ
で
売
ら
れ
て
い
る
品
物
は
種
々

雑
多
。
大
人
の
お
も
ち
ゃ
も
あ
れ
ば
、
日
共
の
書
籍
、
華
麗
な
チ

ョ
ゴ
リ
に
チ
マ
、
焼
き
肉
屋
も
い
い
匂
い
を
漂
わ
せ
、
個
室
三
百

五
十
円
、
休
憩
三
百
円
の
〃
旅
館
〃
も
あ
る
。
「
小
便
遠
慮
下
さ

い
」
と
こ
れ
は
Ｈ
本
語
、
英
語
、
朝
鮮
語
で
書
か
れ
た
表
示
板
。

中
古
テ
レ
ビ
か
ら
電
線
ま
で
の
電
気
製
品
。
そ
し
て
、
衣
類
の
山
。

シ
ワ
ク
チ
ャ
の
上
着
と
ズ
ボ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
二
百
円
也
。
他
に
も

ワ
ン
サ
と
品
物
が
あ
る
。
一
軒
一
軒
の
ぞ
い
て
歩
い
て
い
る
と
決

し
て
退
屈
し
な
い
。
時
に
は
思
わ
ぬ
掘
り
出
し
も
の
も
あ
る
。

高
架
下
商
店
街
七
丁
目
を
出
る
と
束
が
三
越
か
ら
元
町
本
通
り

西
は
新
開
地
へ
続
く
。
西
へ
歩
く
と
や
が
て
湊
川
神
社
。
そ
の
西

側
は
カ
ラ
ー
歩
道
で
北
の
つ
き
当
た
り
が
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
だ
。

ｅ
男
ぶ
ら
ぶ
ら
泊
る
も
ま
た
よ
し

国
鉄
三
富
駅
ｌ
高
架
下
商
店
街
（
三
宮
の
繊
維
術
’
元
町
七
丁

目
）
ｌ
湊
川
神
社
ｌ
新
開
地
（
福
原
柳
筋
Ｉ
福
原
桜
筋
Ｉ
新

開
地
本
通
り
）
ｌ
柳
笑
亭
ｌ
国
鉄
兵
庫
駅

庶
民
の
巷
を
歩
く

焼
跡
・
闇
市
派
コ
ー
スま

ち

〃
楠
公
さ
ん
〃
か
ら
西
へ
西
へ
と
歩
く
と
か
つ
て
の
福
原
遊
廓
の

跡
。
福
原
柳
筋
、
福
原
桜
筋
、
そ
し
て
、
新
開
地
本
通
り
。

福
原
で
は
ト
ル
コ
、
そ
れ
も
、
ニ
ュ
ー
ト
ル
コ
の
看
板
が
や
た

ら
目
に
つ
く
。
数
軒
に
一
軒
は
そ
れ
で
、
中
に
は
入
口
に
の
れ
ん

が
掛
っ
て
い
て
、
土
間
に
下
駄
の
脱
ぎ
す
て
て
あ
る
風
情
あ
る

（
？
）
店
も
あ
っ
て
嬉
し
く
な
る
。
本
通
り
の
北
端
が
湊
川
公

園
、
南
へ
歩
く
と
東
側
に
松
竹
座
、
湊
川
伝
導
所
、
西
側
に
は
風

呂
と
映
画
の
「
湊
川
温
泉
」
（
大
人
映
画
共
三
百
円
、
入
浴
の
み

ご
や

百
円
）
、
〃
春
宵
一
刻
価
マ
ン
キ
ン
〃
と
あ
る
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
。

「
緊
楽
館
」
は
今
は
洋
画
の
封
切
り
館
。
東
西
の
車
道
を
渡
る
と

映
画
館
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
。
妖
艶
な
美
女
が
あ
ら
れ
も
な
い
格
好

こ
や

で
ニ
ッ
コ
リ
笑
う
。
ド
キ
ッ
と
喜
ぶ
と
こ
れ
は
劇
場
の
タ
テ
カ

ン
。
映
画
館
の
前
に
は
作
業
服
姿
の
オ
ッ
サ
ン
が
た
む
ろ
し
て
い

た
り
し
て
、
な
ん
ぞ
、
お
も
ろ
い
こ
と
な
い
か
あ
の
向
き
は
、
い

ろ
い
ろ
と
探
索
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
？

新
開
地
か
ら
さ
ら
に
束
へ
歩
く
と
国
鉄
兵
庫
駅
。
そ
の
手
前
に

日
本
最
小
の
寄
席
「
柳
笑
亭
」
が
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
誌

二
月
号
参
照
）
。
高
架
下
で
掘
り
出
し
も
の
を
漁
り
、
福
原
の
ト

ル
コ
で
ア
ワ
踊
り
、
天
狗
シ
ョ
ー
で
ギ
ン
ギ
ラ
ギ
ン
、
落
語
で
笑

っ
て
、
あ
あ
、
人
生
の
喜
怒
哀
楽
を
想
う
。
こ
の
庶
民
派
コ
ー
ス

は
す
ぐ
れ
て
〃
哲
学
〃
の
コ
ー
ス
で
も
あ
る
の
だ
。

E 琴

5m目
説

風呂と映画の湊川温泉

議灘蕊

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鯉
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神
戸
大
橋
の
た
も
と
で
、
往
き
交
う
船
を

見
や
り
な
が
ら
口
の
暮
れ
な
ず
む
の
を
待

つ
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
渡
る
こ
の
橋
の

下
を
大
小
種
々
の
船
が
す
れ
ち
が
い
、
大
変

な
交
通
量
。
そ
れ
で
も
陸
の
ラ
ッ
シ
ュ
と
は

違
っ
て
、
な
ん
と
も
心
誘
わ
れ
る
風
景
で
あ

る
。
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
伊
暗
く
な
る
と
三
宮
の
う
し
ろ
の
山
に
市
章
の
イ
カ
リ
が
浮
き
上
る
ら
れ
て
い
く
。
罰
金
三
、
○
○
○
円

の
火
が
ぼ
つ
ぼ
つ
と
灯
り
始
め
、
港
の
夜
は
異
邦
人
を
暖
か
く
迎
な
り
。

え
て
く
れ
る
。
夜
が
深
ま
る
に
従
い
、
勢
い
余
る
し
ゃ
れ
る
、
椅
子
が
七
つ
の

貿
易
商
工
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
最
上
階
型
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
パ
ー
セ
ブ
ン
、
こ
こ
で
は
全
く
気
ど
る
必
要
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
マ
マ
自

グ
。
港
に
い
か
り
を
下
ろ
し
た
船
、
街
の
灯
な
ど
三
方
向
に
開
け
ら
地
を
出
し
て
飲
む
に
し
ゃ
べ
る
に
奮
戦
。

た
眺
ぬ
は
最
高
。
こ
こ
で
腹
ご
し
ら
え
を
す
ま
せ
、
再
び
下
界
飲
む
の
に
ア
イ
た
ら
ゴ
ー
ゴ
ー
。
イ
エ
、
ナ
ー
ー
、
若
返
り
の
つ

へ
・
神
戸
の
夜
が
更
け
て
い
く
。
も
り
で
。
花
隈
蛭
番
地
の
デ
ィ
ス
コ
テ
ィ
ッ
コ
妬
（
フ
ォ
ー
テ
ィ

三
宮
の
北
側
に
ク
ラ
ブ
、
バ
ー
が
看
板
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ブ
）
は
未
明
ま
で
や
っ
て
い
る
。
午
前
４
時
半
か
ら
午
前

落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
で
酔
い
た
い
向
き
に
は
、
ク
ラ
ブ
Ｓ
、
ム
ー
８
時
ま
で
の
み
店
を
閉
め
る
と
い
う
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
も
、
宵
越
し

ン
ラ
イ
ト
、
る
ふ
ら
ん
：
．
…
。
気
軽
な
店
が
い
い
と
い
う
人
は
、
趣
味
の
人
に
は
あ
り
が
た
い
。

千
、
鈴
…
…
。
美
人
が
多
く
て
大
流
行
り
の
ク
ラ
ブ
小
万
、
シ
ャ
い
よ
い
よ
ど
こ
か
ら
も
閉
め
出
さ
れ
た
ら
、
金
星
台
の
ヴ
ィ
ナ

ン
ソ
ン
の
流
れ
る
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
、
楽
し
い
マ
ス
タ
ー
の
い
る
キ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
ヘ
行
っ
て
、
街
と
海
が
し
ら
じ
ら
と
明
け
て
く
る
の

ヤ
ン
テ
ィ
、
サ
ヴ
ォ
イ
。
若
昔
が
多
い
雑
貨
を
眺
む
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

農

ヤ
ン
テ
ィ
、
サ
ヴ
ォ
イ
。
若
省
が
多
い
雑
貨

屋
、
ス
ネ
カ
ジ
リ
っ
子
、
ピ
ノ
キ
オ
…
…
。

皿
時
に
も
な
る
と
生
田
神
社
の
周
囲
に
群

識篭

灘 ☆
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
コ
ー
ス

爵 夜
ど
お
し
神
戸

串
蝉

到
商
エ
貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
の
窓
灯
り

鰯

つ
ば
ら
い
が
足
を
ふ
ら
つ
か
せ
、
渉

で
用
を
足
そ
う
と
カ
マ
エ
た
と
こ
ろ

に
、
す
ぐ
隣
の
派
出
所
か
ら
お
ま
わ

り
さ
ん
が
コ
コ
ゾ
と
ば
か
り
に
現
わ

れ
、
彼
は
両
脇
か
ら
警
官
に
腕
を
と

ら
れ
、
ま
だ
途
中
な
の
に
、
連
れ
去

蕊
お
な
か
が
す
い
た
ら
屋
台
の
ラ
ー
メ
ン
で
も
。

今
評
判
な
の
は
天
津
軒
。
そ
れ
と
も
い
っ
そ
中
央

宮
市
場
ま
で
行
く
。
舌
と
目
と
年
季
で
選
ん
だ
ネ
タ

唾
を
使
っ
た
「
七
福
」
の
す
し
は
夜
が
明
け
る
前
か

夜渥
、
ｂ
や
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
ウ
マ
ィ
。
安
い
。

華
仕
上
げ
は
朝
風
呂
。
一
一
日
酔
い
も
防
げ
る
と
い

孝
う
も
の
。
平
野
の
湊
山
温
泉
は
朝
５
時
く
ら
い
か

螺
ら
や
っ
て
い
る
。
お
湯
に
つ
か
っ
て
、
酒
と
汗
を

流
し
て
、
風
呂
上
り
は
ま
た
お
酒
。 顕

③
ヤ
ケ
ク
ソ
で
飲
む
人
も
．
雰
囲
気
だ
け
飲
む
人
も

神
戸
大
橋
ｌ
貿
易
セ
ン
タ
‐
ビ
ル
「
（
‐
グ
」
ｌ
三
宮
バ
ー

街
‐
ｌ
ヴ
ィ
ナ
系
ブ
リ
ッ
ジ
回
央
市
場
「
七
編
」
ｌ
平
野

「
湊
山
温
泉
」

§
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神
戸
探
険
し
よ
う

に
し
む
ら
。
そ
し
て
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
。
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ

の
パ
ン
を
毎
日
航
空
便
で
大
磯
ま
で
取
り
よ
せ
た
と
い
う
吉
田
茂

元
首
相
の
話
は
有
名
で
す
ね
。
青
い
眼
の
こ
こ
の
お
嬢
さ
ん
が

「
お
っ
さ
ん
お
つ
り
や
で
」
と
神
戸
弁
で
話
す
の
も
ご
愛
喬
。

セ
ン
タ
ー
街
は
若
者
に
う
け
る
町
。
で
も
ピ
ル
工
事
中
で
今
は

ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
て
る
け
ど
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
ア
ル
フ
ィ
、
パ
ー

ル
、
ム
ジ
カ
（
喫
茶
）
、
ダ
イ
エ
ー
隣
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
（
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
）
、
ミ
ッ
チ
ャ
ン
（
舶
来
雑
貨
）
な
ど
ご
推
選
。
三
宮
駅
か
ら
ま
っ

す
ぐ
下
に
の
び
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
は
５
月
の
神
戸
ま
つ
り
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
と
人
人
人
で
こ
の
広
い
通

り
が
い
つ
ぱ
い
に
な
る
。
国
際
ホ
テ
ル
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
あ
る
シ

ャ
ス
は
ヨ
ッ
ト
と
馬
術
用
品
の
店
。
ブ
ロ
ー
チ
や
ス
カ
ー
フ
な
ん

で
も
海
や
馬
の
模
様
が
入
っ
て
る
。
貿
易
会
社
の
直
接
経
営
だ
か

ら
お
値
段
も
安
く
港
町
神
戸
ら
し
い
店
で
す
。
フ
レ
ア
（
舶
来
雑
貨
）

サ
ン
（
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
）
も
い
い
。
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
面
し
た
テ
キ

サ
ス
タ
バ
ー
ン
、
キ
ン
グ
ス
ア
ー
ム
ズ
、
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
、
明

治
生
命
ビ
ル
地
下
の
ゲ
イ
ロ
ー
ド
表
ど
国
際
色
豊
か
な
そ
し
て
一

度
は
行
っ
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
。

市
役
所
に
あ
る
花
時
計
や
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
前
で
記
念
撮
影

を
す
る
こ
ろ
は
も
う
疲
れ
た
か
な
？
神
戸
探
検
と
い
う
ん
だ
か

ら
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
よ
う
左
高
架
下
商
店
街
（
生
地
屋
さ
ん
や
靴
屋

さ
ん
が
ぎ
っ
し
り
、
必
ず
値
切
る
こ
と
。
安
く
な
る
よ
）
や
元
町

５
丁
目
の
サ
ト
ー
プ
ラ
ザ
ー
ス
な
ど
も
コ
ー
ス
に
入
れ
た
い
け
ど

一
度
に
あ
ん
ま
り
欲
ば
ら
な
い
こ
と
。
や
っ
ぱ
り
神
戸
の
良
さ
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
に
は
、
ゆ
っ
く
り
そ
し
て
あ
ち
こ
ち
歩
き
ま
わ

っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
…
…
。
夜
は
摩
耶
山
へ
ケ
ー
ブ
ル
で
登
っ

て
百
万
ド
ル
の
夜
景
を
ど
う
ぞ
。
こ
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
は
映
画
〃
慕

情
″
の
あ
の
雰
囲
気
に
似
て
い
る
ね
。
摩
耶
山
に
は
国
民
宿
舎
も

あ
る
か
ら
、
せ
っ
か
く
の
神
戸
だ
も
の
、
あ
の
素
晴
し
い
夜
景
を

満
喫
し
な
い
と
後
悔
し
ま
す
よ
。

新
神
戸
駅
は
神
戸
の
中
心
三
宮
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
布
引
川

の
上
に
、
ト
ン
ネ
ル
に
は
さ
ま
れ
て
位
置
し
て
い
る
。
三
宮
ま
で

車
で
５
分
く
ら
い
。
直
行
せ
ず
、
す
ぐ
近
く
の
南
蛮
美
術
館
で
世

界
的
に
有
名
な
南
蛮
美
術
の
蒐
集
品
を
な
が
め
旅
の
疲
れ
を
癒
す

と
い
い
、
訪
れ
る
人
も
少
な
く
ソ
フ
ァ
で
ゆ
っ
く
り
で
き
る
が
、

窓
か
ら
一
望
で
き
た
港
が
マ
ン
シ
ョ
ン
で
隠
れ
て
し
ま
っ
た
の
が

と
て
も
残
念
。
小
さ
く
て
静
か
な
い
い
美
術
館
で
す
よ
。

さ
て
三
宮
と
元
町
の
ま
ん
中
ほ
ど
の
ト
ァ
ロ
ー
ド
か
ら
神
戸
探

検
。
ト
ア
ロ
ー
ド
の
地
名
の
由
来
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
て
つ
ぺ
ん

に
あ
っ
た
東
亜
ホ
テ
ル
の
東
亜
か
ら
ト
ア
ロ
ー
ド
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
か
と
い
う
の
も
そ
の
一
説
。
こ
の
て
つ
ぺ
ん
近
く
に
骨

董
屋
の
ま
る
き
や
が
あ
る
。
ま
る
い
時
計
、
お
皿
、
ト
ラ
ン
ク
な

ど
安
く
て
ヤ
ン
グ
で
も
買
え
そ
う
な
い
い
も
の
い
ろ
い
ろ
。
緑
の

異
人
館
は
高
級
中
国
料
理
の
東
天
閣
。
聖
ミ
カ
エ
ル
国
際
学
校
か

ら
青
い
眼
の
子
供
た
ち
が
駆
け
出
し
て
く
る
の
も
神
戸
ら
し
い
が

こ
こ
で
左
へ
折
れ
山
本
通
へ
。
す
っ
か
り
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
た
回
教
寺
院
の
前
を
通
り
（
だ
っ
て
信
者
以
外
立
入
禁
止
な
ん

で
す
も
の
）
ぐ
ん
ぐ
ん
東
へ
。
中
山
手
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
の
前
の

ベ
ル
ゲ
ン
は
イ
タ
リ
ア
料
理
の
店
。
白
い
壁
と
テ
ラ
ス
が
美
し
く

も
ち
ろ
ん
美
味
。
一
本
南
の
中
山
手
通
に
下
り
る
と
宮
水
伽
俳
の

☆
ア
ン
ア
ン
コ
ー
ス

④
よ
う
こ
そ
神
戸
へ
。
新
神
戸
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り
た
つ
カ
ワ
イ
コ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

新
神
戸
駅
ｌ
南
蛮
美
術
館
ｌ
ト
ア
ロ
ー
ド
ー
回
教
寺
院
ｌ
中
山
手

カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
ｌ
セ
ン
タ
ー
街
ｌ
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
Ｉ
花
時
計

ｌ
摩
耶
山

▲回教寺院シルエットが美しい

１
５７

１

▲トアロードのてつぺんまるきや
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霊亭ビラ
神戸市垂水区東舞子町
ＴＥＬ（078)706-3711(代）

異
人
館 達三i：え

・
貝
原
六
一

参
行
動
美
術
協
会
々
員

明
治
の
こ
ろ
、
神
戸
に
住
ん
だ

外
国
人
た
ち
が
建
て
た
異
人
館

は
今
な
お
神
戸
の
街
の
昔
の
面

影
を
伝
え
て
く
れ
る
。

年
々
そ
の
数
は
少
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
が
、
神
戸
っ
子
の
心
の

ふ
る
さ
と
に
は
変
り
な
い
。

妻藷二二

Ｉノ
爵

７－可一一

その季節にはその季節の料理で･ ･ ･
一卓( フルコース) 囲みませんか

(三宮・フラワーロード）ＴＥＬ( 0 7 8 ) 2 3 1 - 4 1 7 1
陰 画

ご家族づれ
グループの宿泊
休憩諸会合に
はれの結婚式に

眼下にひろがる神戸
１００万ドルの夜景が旅
の郷愁をさそいます

’
5８

徒歩５分
車で５分
卓で1 0 分

落ち着いた個室で小パーティを…
中国料理のレストラン（４階）

新幹線新神戸駅
国鉄三宮駅
中突堤より

全館冷暖房完備
政府登録国際観光旅館

赤身△8,神屍
〒6 5 Ｉ神戸市葺合区熊内町5 丁目２の３１
ＴＥＬ（0 7 8 ）２２１－５４３１（代）
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和風で落ち着いた
木造りの宿

政府登録国際観光旅館( 申請中）
全室バスートイレ付和室

六
甲
山

神
戸
の
背
後
に
そ
び
え
る
六
甲

山
は
神
戸
市
民
の
い
こ
い
の
場

で
あ
る
。

四
季
お
り
お
り
の
自
然
を
楽
し

む
ハ
イ
カ
ー
の
歌
声
が
街
の
中

ま
で
こ
だ
ま
し
て
き
そ
う
だ
。

z 演馬ピユーホデル
銀水荘

ＴＥＬ（078)904-0622

痢雲爽楽〒6 5 1 - 1 4 神戸市北区有馬町8 5 8
ＴＥＬ（0 7 8 ）９０４－０５５１

有馬温泉 安心して泊まれる
阪急ホテルチェーン政府登録国際観光旅館

有馬でのお泊りは

御飴坊 ■〒6 5 1 - ' ４神戸市北区有馬温泉
ホテルＢ神戸(07 8 ) 9 0 4 - 2 2 9 5
へルス冠神戸(078 ) 9 0 4 . 2 2 9 1
■大阪案内所金大阪(0 6 ) 3 4 1 - 0 3 2 9ＴＥＬ（0 7 8 ) 9 0 4 - 3 6 5 6

国際観光旅館 演芸と遊技場
空中温泉太閤風呂

有馬ヘルプ【セン乎一
顕
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hＬ

教
会
の
あ
る
町

神
戸
に
は
教
会
が
二
両
近

く
も
あ
り
、
信
徒
数
は
約

四
万
人
。

ト
ン
ガ
リ
帽
子
の
建
物
と

十
字
架
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

な
神
戸
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
。

「
‐
Ｉ
型

〒6 5 O 神戸市生田原狽龍町２
ａ(078 ) 3 5 1 - 1 6 8 2 (イロハニ)テレックス5622 - 6 0 9

'聖

純
神
戸
肉

贈るなら
本ものの味

国立公園六甲山頂から
の素晴しい展望が楽し
めます

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
金
刈
山
訓

高級奈良漬

綴騒患泰ﾃﾙﾁｰ
お弁当の神戸駅・新神戸駅

〆

１

’

六甲山ホテ " し

ＴＥＬ（0 7 8 ) 8 4 1 - 0 5 5 1

Ｆ
Ｌ電請着

』②瑞離畳
神戸市灘区六甲山町南六甲I Ｏ３４
ＴＥＬ（0 7 8）８９１－０３０１（代）
大阪案内所ＴＥＬ( 0 6 ) 3 7 1 - 6 0 7 7
束京案内所ＴＥＬ( 0 3 ) 5 0 1 - 2 4 4 5

創業明治３年
神戸・〉難

高嶋酒類食品株式会社

Ｌ

｜
節「
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し
な
や
か
な
緑
の
山
な
み
を

ス
カ
イ
ハ
イ
ク
で
ノ

六
甲
ケ
ー
ブ
ル
山
上
駅
に
て
接
続

Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
九
一
・
○
○
三
一
〜
三

港
の
倉
庫

神
戸
港
は
横
浜
と
な
ら
ぶ
日
本

の
代
表
的
な
港
で
あ
る
。

コ
ン
テ
ナ
輸
出
の
増
大
で
港
は

一
段
と
活
気
を
帯
び
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
完
成
に
神
戸
っ

子
の
期
待
は
大
き
い
。

神戸> 巷めぐり
社会科見学
リクリエーション

のりば
中突堤ポートタワー前
1 1 : 0 0便～(毎時間)～1 6 : 0 0便

（所要約5 0 分）

神戸通船株式会社
神戸市灘区六甲台町６番 ' ０号
電話神戸( 0 7 8 ) ８７１－２５５２( 代表）

国鉄周遊指定地六
国
街
藍
〃
ノ
ス
ウ
エ
〃

ご一緒しましょう
コウベッ子

ハイセンスな旅

’
８

〒6 5 O 神戸市生田区波止場町中突堤
ＴＥＬ（0 7 8 ）３３１－０７８５．６０８８( 財) 神戸市都市整備公社

大東自動車株式会社
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戸市内･ 大阪湾が見わたせます…
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